
 

 

「
サ

ー
モ

テ
ク

ノ
で

ベ
ス

ト
ソ

リ
ュ
ー

シ
ョ

ン
を

提
供

す
る

」
 

株
式
会
社
サ
ム
ソ
ン
 

 

執
行
役
員
技
術
本
部
 
副
本
部
長
 
黒
木
 
茂
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は
じ
め
に
 

著
名
な
諸
先
輩
・
聡
明
な
後

輩
各
位
が
執
筆
さ
れ
て
い
る

「
巨
鼇
」
に
投
稿
さ
せ
て
頂
け

る
機
会
を
頂
戴
し
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

 

観
一
高
か
ら
す
ぐ
近
く
に
本
社
・
工
場
を
お
く
、
株
式
会
社
サ

ム
ソ
ン
を
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

 

 自
己
紹
介
 

私
は
高
瀬
町
出
身
で
村
山
英
一
先
生
が
指
揮
さ
れ
る
観
一
高
の

吹
奏
楽
部
に
憧
れ
て
観
一
を
目
指
し
ま
し
た
。
高
校
時
代
は
部
活

だ
け
頑
張
っ
た
と
い
う
生
徒
で
し
た
が
、
全
国
大
会
に
二
回
出
場

さ
せ
て
頂
け
た
こ
と
は
今
で
も
誇
り
と
励
み
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

部
活
の
先
輩
・
後
輩
各
位
な
ら
び
に
、
現
在
観
一
高
で
教
鞭
を

執
っ
て
お
ら
れ
る
松
繁
哲
朗
先
生
や
土
井
由
喜
先
生
な
ど
は
級
友

で
、
今
で
も
深
く
永
く
お
付
き
合
い
さ
せ
て
頂
け
て
い
る
こ
と
は

私
の
大
き
な
宝
物
で
す
。
彼
ら
は
迷
惑
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
（
笑
）
 

高
校
を
卒
業
し
岡
山
で
学
生
生
活
を
送
っ
て
い
た
大
学
四
年
の

時
、
親
父
か
ら
「
地
元
の
香
川
に
帰
っ
て
来
い
」
と
い
う
話
が
あ

り
「
サ
ム
ソ
ン
」
の
入
社
試
験
を
受
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

 

子
供
の
頃
か
ら
モ
ノ
い
じ
り
が
好
き
で
怖
い
物
知
ら
ず
だ
っ
た

私
は
、
入
社
面
接
の
時
「
商
品
開
発
が
や
り
た
い
で
す
」
と
一
生

懸
命
ア
ピ
ー
ル
し
た
と
こ
ろ
、
運
良
く
内
定
を
頂
く
と
と
も
に
希

望
の
開
発
職
に
就
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
が
、
高
校
・
大
学
時

代
勉
強
を
疎
か
に
し
て
い
た
ツ
ケ
が
廻
っ
て
き
て
、
入
社
後
は
毎

日
勉
強
！
と
い
う
状
況
で
し
た
。
学
生
の
時
よ
り
会
社
に
入
っ
て

か
ら
の
方
が
ず
っ
と
勉
強
し
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
（
笑
）
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開
発
担
当
者
の
頃
は
、
他

社
に
負
け
な
い
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
商
品
を
創
り
た
い
と
仕
事

に
没
頭
し
て
お
り
ま
し
た
。

振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
特

許
等
の
出
願
件
数
（
共
同
出

願
含
む
）
は
百
数
十
件
に
な

り
、
登
録
件
数
も
五
十
件
を

越
え
て
お
り
ま
す
。

 

開
発
部
長
や
設
計
部
長
そ

し
て
品
質
保
証
部
長
な
ど
を

経
て
、
現
在
は
技
術
本
部
の

副
本
部
長
を
や
ら
せ
て
頂
い

て
い
ま
す
。

 

入
社
以
来
ず
っ
と
技
術
畑

で
す
が
、
高
校
時
代
に
先
輩

達
か
ら
厳
し
く
優
し
く
ご
指

導
頂
い
た
お
陰
で
、
頭
が
固
い
頑
固
な
技
術
屋
で
は
な
く
、

素
直
で
明
る
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
る
柔
軟
な

技
術
屋
で
あ
ろ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
が
、
優
柔
不
断

な
人
間
と
言
う
人
の
方
が
多
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
（
笑
）

 

自
己
紹
介
や
冗
談
は
さ
て
お
き
、
株
式
会
社
サ
ム
ソ
ン

に
つ
い
て
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

 

 サ
ム
ソ
ン
 

株
式
会
社
サ
ム
ソ
ン
（
社
長
・
吉
岡
龍
示
）
は
、
昭
和

二
十
（
一
九
四
五
）
年
創
業
以
来
、
ボ
イ
ラ
・
食
品
加
工

機
械
・
水
処
理
機
器
な
ど
の
開
発
、
製
造
、
販
売
な
ら
び

に
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
生
業
と
し
て
お
り
ま
す
。

 

サ
ム
ソ
ン
本
社
は
観
一
高
か
ら
財
田
川
を
渡
っ
た
八
幡

町
（
直
線
距
離
な
ら
七
〇
〇
ｍ
位
の
と
こ
ろ
）
に
あ
り
、

北
海
道
の
札
幌
か
ら
九
州
の
鹿
児
島
ま
で
全
国
に
支
店
・

営
業
所
を
配
置
（
二
十
カ
所
）
し
、
事
業
を
営
ん
で
お
り

ま
す
。

 

本社・工場全景 サムソン東京ビル 
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前
頁
右
側
の
写
真
は
本

社
工
場
の
全
景
で
左
側
の

写
真
は
二
〇
一
二
年
三
月

に
竣
工
し
た
東
京
の
自
社

ビ
ル
（
サ
ム
ソ
ン
東
京
ビ

ル
）
で
す
。

 

当
社
の
根
幹
技
術
は

「
熱
」
で
す
が
、
半
世
紀

以
上
に
わ
た
っ
て
「
サ
ー

モ
テ
ク
ノ
（
熱
技
術
）
」
を

核
と
し
た
事
業
活
動
に
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

 

本
稿
で
は
当
社
の
主
力
製
品
で
あ
る
ボ
イ
ラ
と
食
品
加
工
機
械

に
つ
い
て
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

 

 ボ
イ
ラ
 

当
社
の
得
意
分
野
は
蒸
発
量
が
六
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
～
三
ト
ン
毎

時
の
比
較
的
小
容
量
の
業
務
用
・
産
業
用
の
蒸
気
ボ
イ
ラ
で
す
。

 

今
回
は
業
界
で
初
め
て
製
品
化
に
成
功
し
た
三
ト
ン
毎
時
ボ
イ

ラ
に
に
つ
い
て
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

 

こ
の
三
ト
ン
毎
時
の
ボ
イ
ラ
は
「
小
型
ボ
イ
ラ
」
と
い
う
法
規

制
に
基
づ
く
ボ
イ
ラ
で
取
扱
い
に
ボ
イ
ラ
技
士
の
免
許
が
不
要
な

ど
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

 

た
だ
し
小
型
ボ
イ
ラ
は
、
伝
熱
面
積
が
十
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下

と
い
う
制
約
（
自
動
車
の
排
気
量
制
限
の
よ
う
な
も
の
）
が
あ
る

た
め
、
蒸
発
量
を
ア
ッ
プ
（
従
来
は
二
ト
ン
毎
時
）
す
る
た
め
に

は
、
伝
熱
効
率
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
な
ど
、
技
術
的
な
課
題
が

多
く
、
五
年
余
り
の
開
発
期
間
を
費
や
し
て
二
〇
一
〇
年
四
月
に

開
発
を
終
え
発
売
で
き
た
も
の
で
す
。
写
真
は
三
ト
ン
ボ
イ
ラ
を

五
台
連
結
し
た
も
の
で
す
。
（
総
蒸
発
量
は
毎
時
十
五
ト
ン
）

 

こ
の
三
ト
ン
ボ
イ
ラ
の
開
発
の
成
功
は
、
業
界
で
は
画
期
的
な

も
の
で
、
販
売
実
績
や
産
業
の
振
興
へ
の
寄
与
な
ど
も
認
め
ら
れ
、

公
益
財
団
法
人
か
が
わ
産
業
支
援
財
団
が
主
催
す
る
「
芦
原
科
学

賞
」
の
大
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

 

SE-3000EPG×５台 
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ま
た
こ
の
三
ト
ン
ボ
イ
ラ
の
開
発
に
当
た
っ
て
は
、
一
般
社
団

法
人
日
本
ガ
ス
協
会
の
「
技
術
賞
」
や
公
益
社
団
法
人
発
明
協
会

の
「
特
別
賞
」
も
頂
い
て
お
り
ま
す
。

 

  

食
品
加
工
機
械
 

次
に
食
品
加
工
機
械
に
つ
い
て
紹
介
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

 

当
社
の
食
品
加
工
機
械
は
主
に
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
や
お
総
菜
な
ど
の
食
品
加
工
業
者

様
な
ど
で
ご
使
用
頂
い
て
お
り
ま
す
。

 

観
音
寺
の
本
社
工
場
内
と
サ
ム
ソ
ン
東
京

ビ
ル
の
二
階
に
は
「
テ
イ
ス
ト
ル
ー
ム
」
と

称
し
て
い
る
展
示
・
調
理
テ
ス
ト
室
を
完
備

し
て
お
り
ま
す
。

 

次
頁
の
写
真
は
東
京
ビ
ル
二
階
の
テ
イ
ス

ト
ル
ー
ム
で
「
蒸
気
釜
」
や
「
真
空
冷
却
機
」

「
レ
ト
ル
ト
」
（
カ
レ
ー
の
レ
ト
ル
ト
パ
ウ

チ
な
ど
を
蒸
気
の
熱
を
利
用
し
て
殺
菌
す
る
装
置
）
を
常
設
し
て

お
り
ま
す
。

 

前
述
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
よ
う
に
こ
の
テ
イ
ス
ト
ル
ー
ム
で
は

食
品
加
工
機
械
を
見
て
頂
く
だ
け
で
な
く
、
お
客
様
に
実
際
に
ご

吉岡社長とプロジェクトチーム 
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使
用
頂
け
る
（
調
理
テ
ス
ト
な
ど
を
行
っ
て
頂
け
る
）
よ
う
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。

 

 今
後
に
つ
い
て
 

現
在
、
市
場
環
境
、

経
済
環
境
、
地
球
環
境

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
環
境

が
激
し
く
変
化
し
て
お

り
ま
す
が
当
社
の
使
命

は
『
お
客
様
そ
れ
ぞ
れ

が
持
つ
熱
に
関
す
る
固

有
の
課
題
に
対
し
、
当

社
の
製
品
・
サ
ー
ビ
ス

を
も
っ
て
、
よ
り
よ
い

解
決
策
を
提
案
し
実
行

す
る
こ
と
に
よ
り
、
お
客
様
の
豊
か
な
未
来
の
創
造
を
お
手
伝
い

す
る
こ
と
』
で
す
。

 

「
サ
ー
モ
テ
ク
ノ
で
ベ
ス
ト
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
す

る
」
 

こ
の
使
命
を
今
後
も
着
実
に
深
化
さ
せ
て
い
く
こ
と
で
、
お
客

様
、
取
引
先
の
皆
様
、
そ
し
て
地
域
社
会
の
皆
様
、
さ
ら
に
は
当

社
の
社
員
全
員
に
と
っ
て
、
か
け
が
え
の
な
い
会
社
で
あ
り
続
け

る
た
め
、
こ
れ
か
ら
も
社
員
一
同
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

 

ご
指
導
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

こ
の
機
会
に
是
非
一
度
、
当
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ

れ
ば
幸
い
で
す
。
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 あ
と
が
き
 

観
一
高
同
窓
会
京
阪
神
支
部
の
皆
様
の
ご
健
康
ご
多
幸
な
ら
び

に
ご
活
躍
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

 

 

観
一
・

30回
（
昭
和

54年
卒
）

 

 

テイストルーム〔東京ビル２階〕 
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